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文序

小淵沢町は山梨県の西】端 に位置し、八ケ岳山麓の上に営

まれた町であり、自然の環境に恵まれその恩恵を受けてきた

町です。又当町は山梨にあっても極めて多くの埋蔵文化財が

残された地域で、埋蔵文化財の豊庫といっても過言ではあり

ません。

さてこのたび久保地区県営圃場整備事業に伴ない、昭和63

年 7月 1日 より同年 9月 14日 まで加室遺跡の発掘調査を実施

いたしました。調査の結果、遺構は検出されませんでしたが、

縄文時代の石器、江戸時代の陶磁器が出土 し、小淵沢町の歴

史に新 しい貴重な資料を加えることができ意義深い成果をお

さめることができました。この発掘調査で得られた石器や陶

磁器は今後、小淵沢町郷土資料館に展示し、社会教育の場を

とおし生きた歴史資料として活用してゆく所存です。その意

味においても本報告書が今後の文化財保護の資料として活用

されまして郷土の文化財保存と研究のために多少なりとも寄

与できますことを願 うものであります。

平成元年 3月

小淵沢町教育委員会

教育長 清 水 金 富



例     言

1.本書は小淵沢町久保地区県営薗場整備事業に伴う加室遺跡の発掘調査報告書である。

2.こ の発掘調査は、峡北土地改良事務所との負担協定によめ、文化庁、山梨県の補助金を受

けて小淵沢町教育委員会が実施したものである。

3, 発掘調査は、昭和63年 7月 1日 から昭和63年 9月 14日 まで実施した。

4,本書の編集は、佐野勝広が行った。
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第 I

1、 自然的環境

(1)小淵沢町の地形、山系、水系、湧水 (第 図 )

小淵沢町は主峰赤岳から南方に拓せる山岳帯および耕地・集落のある山麓帯からなる。八ケ

岳南麓は、赤岳 (2899メ ートル)、 阿弥陀岳 (2807メ ートル)、 権現岳 (2704メ ートル)、

編笠山 (2524メ ートル)、 西岳 (2365メ ートル)を連峰の頂点として、海抜1100メ ートル以下

の山麓よりなる。山岳帯の山岳は、主峰の火山列から放射状に発達 している。刈ヽ淵沢町には権

現岳・編笠山 。観音平の山系がある。小淵沢町における山麓は1100～ 600メ ートルをいう。山

麓帯は行政の中心である役場、教育文化の中心である学校、公民館それに地域住民の先祖伝来

の生活の基盤である住宅、耕地があり、耕地は山麓帯の大部分の面積を占めている。中央線小

淵沢駅を中心に工業、商業が発達している。水系は八ケ岳南麓に甲六ナI卜 女取川 。古柚川・ 甲

川・川俣川がある。当町における主な河川には、甲六川・女取サII・ 小深川がある。これらは釜

無川に注いでいる。甲六サIIは編笠山の南麓 1300メ ー トルから県境に沿って南下する。女取チIIは

編笠山南方海抜1200メ ー トルより源を発 し、長坂町から小淵沢町篠原、篠八田、小野、神田を

経て、深沢サ||、 大深川となる。小深サIIは観音平の南1180メ ートルに源を発 し、小淵沢町のほぼ

中央に流路をとり、釜無川に注いでいる。湧水の主なものには、井詰湧水、大滝湧水、根山湧

水、平井出湧水がある。井詰湧水は当町の西北小井詰神社から湧出し、流末は数条に分かれ旧

小淵沢村全域の飲用とかんがい用水となっている。大滝湧水は大滝ネ申社境内より湧出し、数条

の堰によって旧篠尾村の主たる飲用、かんがい用水になるほか、東泉は松向堰によって松向と

旧清春村の大半の用水となっている。根山湧水は尾根地医の北方字根山地内一帯から湧出し、

主として尾根、宮久保地区の飲用、かんがい用水となっている。

(2)小淵沢町の地質 (第  図)

小淵尺町における地質は、基盤岩類 (甲斐駒花南岩類)、 これを貫ぬく八ケ岳火山列からな

る。

3、 地理的環境

(3)小淵沢町の位置

小淵沢町は山梨県の北西部にあり、八ケ岳連峰の権現岳 (2704メ ートル)を頂点とする南

西傾斜の広大な台地に位置している。面積は3426ヘ クタールをはかり、北から南に延びくさび

形をしている。小淵尺町は北巨摩郡に属 し、北から南にかけて長坂町と接し、釜無川を境に白

州町と接し、甲六川を境に長野県の富士見町と接している。小淵沢町の交通は京浜地医と甲信

地区を結ぶ」R中央線が北西から南東へ通っており、中央よりやや西側に JR小淵沢駅がある。

八ケ岳南麓の交通として、 」R小海線があり、小海線は小淵尺駅を起点とし、小海を経て小諸

に至る。一方主要道路は県道小淵沢韮崎線、長沢小淵沢線がある。また八ケ岳南麓の観光開発

土早 境環
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第 1図 遺跡位置図
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第 2図 調査区域図 (1/1000)
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的性格を有する八ケ岳横断道路があり、横断道路と直交するように中央高速道路が通っている。

2、 歴史的環境

(1)小淵沢町の遺跡

加室遺跡のある刻ヽ淵沢町は、長野県と接する八ケ岳南麓の上営まれた町であり、八ケ岳南麓

は縄文時代の故郷ともいわれ、全国的に有名な遺跡がある。昭和53年に行なわれた遺跡の分布

調査から時代房1にみてゆくと、先土器時代は、松向の杉の木平遺跡、上笹尾の見秋遺跡があり、

杉の木平遺跡からは縦長剥片、昆秋遺跡から細石核が出上 している。縄文時代は、早期及び前

期の遺跡は発見されていない。中期の遺跡は60カ所確認され、特に曽利式期が最も多い。

後期、晩期の遺跡は、上笹尾の雪車、源氏籠などで、後期から晩期の遺物が発見されている。

弥生時代の遺跡は、上笹尾の雪車、茶屋 2棟その他15カ 所の遺跡が発見されている。小淵沢町

では古墳時代と奈良時代の遺跡は発見されていない。平安時代の遺跡は26カ所発見されている。

(2)江戸時代の加室遺跡周辺

加室遺跡周辺は、むかし小淵沢村に属していた。『甲斐国剖  (文化11年 )に高九百五拾弐石八

斗八升九合、戸三百九拾壱 口千五拾五 (男七百九拾四、女七百六拾壱、馬弐百四拾)上笹ノ

西ナリ信州ノ境下ノ棒道回留番所アリ、府へ九里半、鰍澤へ拾壱里、諏訪郡下蔦木へ壱里とあ

る。『北巨摩郡誌』 (大正四年)に畜来小淵澤村と称す其名の基因を考心ゝるに村の中央字淵平

に小さき瀦水あり名づけて刑ヽ淵といふ東西両界及び所々に小澤あり之れその因って来る所なら

んとあり刑ヽ淵の名の由来を述べている。
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第Ⅱ章 発掘調査の経過

1、 調査に至る経過

小淵沢町は農業の近代化を図り、豊かな地域づくりをめざして、昭和55年度から県営圃場整

備事業を実施している。それに伴って昭和57年から埋蔵文化財の発掘調査が行なわれている。

昭和63年度に久保工区の加室の約 9ヘ クタールが園場整備事業の対象として予定された。この

ため小淵沢町教育委員会は、埋蔵文化財の有無を確認のため昭和62年 12月 に試掘調査をおこな

った。その結果、縄文時代の遺物が出土 したため、県文化課、峡北土地改良事務所、小淵沢町

土地改良区、小淵沢町教育委員会で協議のうえ、峡北土地改良事務所の委託により、昭和63年

度県営圃場整備事業に先立って小淵沢町教育委員会が発掘調査を行なうことになった。

2、 遺跡の位置

加室遺跡は、山梨県北巨摩郡小淵沢町久保字加室に所在する。標高 815～ 828メ ートルの八

ケ岳南麓の緩やかな南傾斜地に立地している。

3、 調査の方法と経過

発掘調査の方法は調査区全体の表土層を重機により排上 し、その後、遺構確認面まで人力に

よって、掘りさげた。遺構の調査を行なうために、磁】ヒに基づいた東西南】ヒを基準線とする10

メートル×10メ ートルグリッドを設定し、西から東へA…… I、 北から南へ 1～ 15の組み合せ

によって各グリッドを表示 した。

発掘調査は昭和63年 7月 1日 より開始 し、昭和63年 9月 14日 まで行ない。出土品等の整理は

昭和63年 3月 まで行なった。

4、 層 序

第 1層 耕作土 (茶褐色土 粘性弱く、ローム粒を含む)

第 2層 床土  (赤褐色土、鉄分を多く含む)

第 3層 黒褐色土 (礫、炭化物が含まれている。遺物の包含層である。)

第 4層 黄褐色土 (ソ フトローム)

第 5層 黄色土 Cハー ドローム、地山と呼ばれる層である)

第Ⅲ章 遺 構

遺物は数多 く出土 したが遺構は認められなかった。
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第Ⅳ章 遺

縄文時代の遺跡

本遺跡より出土した縄文時代の遺物は、石器が多く出土 した。特に打製石斧が多くみられる。

石器に関わる内容は、石器一覧表に示す。

石 器 一 覧

図番号 種 別 長さcm 幅 cm 厚さcm 重量 g 形 態 石 材

ユ 打 製 石 斧 15。  0 5,4 235 短冊形 ホル ンフェルス

打 製 石 斧 12. 9 145 短冊形 粘板岩 (やレンフェノL/1化 )

打 製 石 斧 12. 3 5.5 240 揆 形 硬砂岩

4 打 製 石 斧 H。 5 4.0 1.8 140 揆 形 硬砂岩

5 打 製 石 斧 11.0 1.4 85 短冊形 ホル ンフェルス

6 打 製 石 斧 9.9 6.8 28 380 短冊形 ホル ンフェルス

7 打 製 石 斧 9. 4 4.0 09 短冊形 ホル ンフェルス

8 打 製 石 斧 7.5 3.4 1.0 短冊形 粘板岩

打 製 石 斧 8.1 4.3 0.6 短冊形 ホル ンフェルス

打 製 石 斧 9.0 短冊形 ホル ンフェルス

打 製 石 斧 8. 2 4.0 0.8 短冊形 ホル ンフェルス

打 製 石 斧 9,0 4.0 1.0 短冊形 ス レー ト

打 製 石 斧 6.8 短冊形 ホル ンフェルス

14 打 製 石 斧 6.5 4.8 短冊形 硬砂岩

打 製 石 斧 5。 4 短冊形 硬砂岩

打 製 石 斧 7.6 6.6 1.8 短冊形 ホル ンフェルス

打 製 石 斧 4. 0 4.0 短冊形 硬砂岩

18 石 匙 5,5 5.6 短冊形 ス レー ト

石 匙 7.9 短冊形 粘板岩

20 横刃形石器 6。 2 28 短冊形 硬砂岩

横刃形石器 8. 0 40 短冊形 ホル ンフェルス

横刃形石器 8. 8 4.9 短冊形 ス レー ト

23 横刃形石器 9. 8 4.8 短冊形 ス レー ト

横刃形石器 10. 2 38 短冊形 硬砂岩

横刃形石器 3. 0 4.0 0.2 2 短冊形 ホル ンフェルス
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図番号 種 別 長さcm 幅 cln 厚さcm 重量 g 形 態 石 材

横刃形石器 8。 2 4.2 0.9 45 短冊形 硬砂岩

横刃形石器 4. 3 3.8 短冊形 黒曜石

28 横刃形石器 5.2 1.0 1 短冊形 硬砂岩

横刃形石器 4. 8 2.5 短冊形 黒曜石

横刃形石器 3. 8 短冊形 硬砂岩

横刃形石器 7.5 短冊形 ホル ンフェルス

横刃形石器 7.0 5.4 0,8 短冊形 ホル ンフェルス

横刃形石器 5.5 短冊形 硬砂岩

―-  13  -―



江戸時代の遺物

焙 烙

3点ともに焙烙の破片である。 1は、口縁端部がやや丸く、内稜は段状を呈する。胎土中に

砂粒を多く含み、色調は外面黒褐色、内面淡褐色。 2は、回縁端部平担で、内稜はごく弱い段

をもつ。周台土中には少量であるが砂粒を含む、色調は外面黒褐色、内面淡褐色。 3は、底部の

破片であり 色調は外面黒褐色、内面淡褐色、外面に若干スス付着。

陶磁器 (1)(第 図)

1は、外面に鏑蓮弁文をもつ青磁碗で、釉は緑味青色である。 2は、小壷と思われ、白色の

亀裂釉がかかる。 3は、白色の亀裂釉のかかる壷である。 4は、黄色味のある釉がかかる壺の

部破片である。 5は、内面に黄褐色の釉がかかるが外面の高台部は無釉である。

陶磁器 (2)(第 図 )

1は、鉄釉の茶碗で、江戸時代後期に瀬戸でつくられたものである。 2は、光沢のある鉄釉

がかかる。 3と 4は 1と 同様に鉄釉の茶碗であり、素地は白色を呈する。 5は、染付茶碗で青

色よって文様を描いている。高台部が低 くつくられている。 6は 、くらわんかと呼ばれている

染付茶碗であり、薄青色で文様を描いている。 7は、薄青色で文様が描かれている茶碗である。

8は、灰青色で文様を描いている。 9は 8と 同様に灰青色で文様を描く。10は 6と 7に比べて

高台部が薄 く長くつられている。11と 12は薄青色で文様を描いている。

陶磁器 (3)(第 図 )

1と 2は、筒形茶碗であり、濃い青色で菊花文を描いている。 3は、灰白色の釉がかかる。 4

は、光沢のある白色和をかけ薄青色で文様を描いている。 5は、薄緑色で線文を描く。 6は、

半光沢の鉄釉を外面に有 し、底部は素焼きの地がでている。 7は、茶褐色の釉がかかり、焼き

はあまりよくない。 8は、外面に鉄釉がかかるが内面は無釉である。 9は、外面は無釉で、内

面に亀裂釉がみられる。10は、白色の素地の上に黄色釉がかかつている。Hは、自磁である。

12は、光沢のある薄白釉がかかり、高台部に青色で線が一本描かれている。13は、小血の破片

であり、白い長石釉がかかつている。14は、内面に黄色味の亀裂釉がかかる小壺である。15は、

内面に重ね焼きの跡が残る。16は、内面に黒色の鉄釉がかかる高台部の破片である。

鉄製品 (第 図 )

1と 2は馬のひづめの底につけた蹄鉄である。 3は、銅製のキセルで、竹を芯に使用してい

る。

石製品 (第  図)

3は、凝岩質の砥石であり、 4面を使用している。
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第V章 結  言

今回の調査では遺構は検出されなかった。

出上遺物は、縄文時代中期の石器と江戸時代末期の陶磁器が出上した。

石器について

石器の大多数はホルンフェルスと硬砂岩性であり、これ―らは、遺跡周辺や釜無Jか ら供給さ

れたものである。石器の用途としては、打製右斧は、棒状の柄をたてにつけた鋤であろう。横

刃石器のなかには、井戸尻考古館の小林公明氏のいうところの鎌形をしたものがみられる。

陶器については

本遺跡の出土の陶器をみると染付の碗が多く基本的には18世紀後半のものであり、全て日常

雑器として用られたものである。
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